
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 特集 医療用麻薬について 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 

TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/


                           

麻
酔
科 

太
田 

こ
な
つ 

  
 

        

 

「
麻
薬
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
依
存
症
や
副

作
用
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
ぶ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
療
現
場
で
は
患
者
さ

ん
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た
め
に
適
切
に
使
用
さ
れ
る

麻
薬
が
存
在
し
ま
す
。
医
療
現
場
で
使
用
す
る
麻
薬

を
私
た
ち
は
医
療
用
麻
薬
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
病
気

に
よ
る
強
い
痛
み
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
医
療
用
麻
薬
に
つ
い
て
、
ま

た
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
使
用
上
の
注
意
点
を
説
明

し
ま
す
。 

 

 

 

主
に
強
い
痛
み
を
和
ら
げ
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る

薬
剤
で
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
、
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛

薬
と
呼
ば
れ
る
薬
剤
で
あ
り
、
種
類
や
剤
形
、
特
徴

の
こ
と
な
る
様
々
な
薬
剤
が
あ
り
ま
す
（
表
１
）
。
脳

や
脊
髄
神
経
に
は
痛
み
を
感
じ
る
オ
ピ
オ
イ
ド
受
容

体
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ピ
オ
イ

ド
鎮
痛
薬
は
そ
の
受
容
体
に
作
用
す
る
こ
と
で
鎮
痛

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
、
主
に
２

つ
の
状
況
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
手
術
の
際

の
痛
み
を
抑
え
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。
二
つ
目
は
、

悪
性
腫
瘍
や
慢
性
痛
等
で
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
場
合
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

医
療
用
麻
薬
は
他
の
鎮
痛
薬
に
比
べ
使
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
が
優

れ
た
鎮
痛
効
果
を
持
つ
こ
と
で
す
。
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮

痛
薬
は
中
等
度
か
ら
重
度
の
痛
み
に
対
し
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
痛
み
を
軽
減
す
る
こ
と
で
日

常
生
活
を
送
る
上
で
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
鎮
痛
薬
で
は
天
井
効
果
と
い

は
じ
め
に 

医
療
用
麻
薬
と
は 

医
療
用
麻
薬
を
使
う
メ
リ
ッ
ト 

 

 

 特集 

 
１ 



っ
て
あ
る
程
度
の
量
を
使
用
す
る
と
そ
れ
以
上
は
鎮

痛
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
は

用
量
を
増
や
せ
ば
そ
れ
だ
け
鎮
痛
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
用
量
が
増
え
る
に
つ
れ
副
作
用
に
注
意
す
る

必
要
が
出
て
く
る
の
で
、
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
用

量
の
調
節
を
行
い
ま
す
。 

二
つ
目
に
、
比
較
的
迅
速
な
効
果
が
得
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
に
は
効
果
時
間
が
長

い
も
の
（
ベ
ー
ス
薬
）
と
、
効
果
時
間
は
短
い
も
の

の
突
然
の
痛
み
に
対
し
す
ぐ
に
鎮
痛
効
果
を
発
揮
す

る
（
レ
ス
キ
ュ
ー
薬
）
も
の
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）
。

そ
れ
ら
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
他
の
鎮
痛
薬

よ
り
も
様
々
な
痛
み
の
パ
タ
ー
ン
に
対
応
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
快
適
な
生
活
を

患
者
さ
ん
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。 

 

                   

 

医
療
用
麻
薬
は
、
使
用
方
法
が
非
常
に
重
要
で
す
。

適
切
に
使
用
す
れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
安
全
で

効
果
的
な
鎮
痛
薬
で
す
が
、
不
適
切
に
使
用
す
る
と

副
作
用
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
以

下
の
点
に
気
を
付
け
つ
つ
鎮
痛
薬
を
使
用
し
ま
す
。 

使
用
上
の
注
意
点 

 
２ 

特集：医療用麻薬について

 

 

（表 1）オピオイド鎮痛薬の種類の一例、剤形、特徴 



 


 

適
切
な
用
量 

患
者
さ
ん
の
痛
み
の
程
度
に
合
わ
せ
て
、
最
適

な
量
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
使
用
を
始
め
る
際

は
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、

少
量
か
ら
始
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
疼
痛
が

改
善
し
医
療
用
麻
薬
を
中
止
す
る
際
は
、
突
然

中
断
す
る
と
強
い
痛
み
が
出
現
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
徐
々
に
減
量
し
て
い
き
ま
す
。 


 

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

定
期
的
に
医
師
と
相
談
し
、
薬
の
効
果
や
副
作

用
を
確
認
す
る
こ
と
で
安
全
に
使
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
医
療
用
麻
薬
を
使
用
し
て
い
る
方

で
医
師
に
相
談
し
づ
ら
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
看
護
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
自
身
の
判
断
だ
け
で
使
用
を
続
け
る
こ
と

は
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。 


 

副
作
用
と
そ
の
管
理
（
表
２
） 

医
療
用
麻
薬
に
は
副
作
用
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
副
作
用
の
代
表
的
な
症
状
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

の
患
者
さ
ん
に
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す

し
、
以
下
の
副
作
用
が
す
べ
て
起
こ
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で
副

作
用
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

 


 

吐
き
気 

内
服
を
開
始
し
た
直
後
や
増
量
し
た
際
に

起
こ
り
や
す
い
合
併
症
で
す
。
比
較
的
短
期

間
で
吐
き
気
へ
の
耐
性
（
身
体
が
適
応
し
症

状
が
軽
減
す
る
）
が
つ
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
制
吐
剤
も
数
種
類
あ
る
た
め
困
っ
た

時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 


 

眠
気 

吐
き
気
の
副
作
用
と
同
じ
よ
う
に
内
服
を

開
始
し
た
直
後
や
増
量
し
た
際
に
起
こ
り

や
す
い
合
併
症
で
す
。
眠
気
へ
の
耐
性
は
１

週
間
程
で
生
じ
る
た
め
徐
々
に
気
に
な
ら

な
く
な
る
場
合
が
多
い
で
す
。
た
だ
し
、
眠

気
が
辛
い
場
合
は
用
量
を
減
ら
す
、
内
服
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
調
節
す
る
等
の
工
夫
を
し

て
い
き
ま
す
。 

 


 

便
秘 

吐
き
気
や
眠
気
の
副
作
用
と
は
違
い
耐
性

が
出
来
な
い
た
め
、
食
事
の
調
節
や
便
秘
薬

を
使
用
し
て
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
麻
薬
＝
依
存
症
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
痛
み
が
あ
る
患
者
さ

ん
に
医
療
用
麻
薬
を
使
用
し
て
も
依
存
症
に
な
ら
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

医
療
用
麻
薬
は
、
痛
み
を
和
ら
げ
、
患
者
さ
ん
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
非
常
に
有
用
な
薬

剤
で
す
。
副
作
用
の
面
で
不
安
を
抱
く
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
使
用
す

る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
痛
み
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
医
療
用
麻
薬
の
使
用
も
含

め
て
治
療
を
よ
り
快
適
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

     

ま
と
め 
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２０１８年４月、山陽小野田市立山口東京理科大学に山口県内唯一の薬学部が開学し、

ようやく県内で薬剤師を育成することが可能になりました。６年間で学生は薬学について

多くのことを学びますが、なかでも計２２週間にわたる薬局や病院での実習は大きな目玉

の一つです。そんな薬学部の学生を、当院では山口東京理科大学生を中心に受け入れてお

り、今年度は５月２０日から８月２日までの１１週間の期間で４名、８月１９日から１１

月１日の間に５名、１１月１８日から２月７日の間に４名の学生を受け入れました。来年

度については合計１０名の薬学生を受け入れる予定となっています。  

実習では、薬剤師の指導のもとで様々な業務を

実践してもらいます。例えば、調剤や注射薬の調

製、服薬指導（お薬の説明）などです。服薬指導

は入院中の患者さんに対し病室へ出向いて行いま

す。また、医師・看護師やその他の医療スタッフ

も実習指導に関わっています。特に医師の外来診

察場面の見学は、大学での学習では得がたい貴重

な経験となっており、大変好評です。このような

取り組みは、病院全体での治療の流れや、様々な

職種がチームで取り組んでいることをしっかり理

解してもらうための工夫です。  

最初は緊張している印象ですが、実習が終わる頃にはとてもたくましく成長しています。

大学で学んできたことを医療の現場で実践することで、医療に貢献できる質の高い薬剤師

を世に送り出すことがこの実習の目的です。山口東京理科大学では、第２期生がこの３月

に卒業し、社会へ巣立っていきます。当院での実習経験を、将来山陽小野田地域に還元し

てくれることを期待しています。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～ 薬剤師に聞こう ～ 

薬剤部長  廣實  清司  

 
４  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

むらた循環器内科 
所 在 地 山口県山陽小野田市西高泊672-2 

電話番号 0836-39-8666 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

 9:00～12:30 ● ● ● ● ● ● 

14:00～18:00 ● ●  ● ●  

［休診］水曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日 

む
ら
た
循
環
器
内
科 

院
長 

村
田 

和
也 

先
生 

 
５ 

 

平
成
24
年
１
月
よ
り
山
陽
小
野
田
市
西
高
泊
に
、
む
ら
た
循
環
器

内
科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

本
院
の
特
徴 

 

循
環
器
疾
患
（
慢
性
心
不
全 

心
臓
弁
膜
症 

虚
血
性
心
疾
患
）
を

中
心
に
高
血
圧
症
等
生
活
習
慣
病
の
診
療
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
医
師
２
名
（
昨
年
か
ら
家
内
が
半
日
診
療
し
て
い
ま
す
）
、
看

護
師
３
名
、
臨
床
検
査
技
師
２
名
、
理
学
療
法
士
２
名
、
管
理
栄
養
士

１
名
の
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
超
音
波
検
査

士
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
、
心
不
全
療
養
指
導
士
の
資

格
を
取
得
し
て
お
り
、
専
門
性
の
高
い
診
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
可

能
な
限
り
迅
速
に
診
断
し
治
療
に
生
か
せ
る
よ
う
、
超
音
波
検
査
や

24
時
間
心
電
図
は
即
日
実
施
し
、
す
ぐ
に
結
果
を
患
者
さ
ん
に
画
像

や
数
値
で
示
し
な
が
ら
説
明
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

有
酸
素
運
動
を
中
心
と
し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
種

心
臓
病
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
そ
の
有
効
性
は
確
立
さ

れ
た
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
平
成
30
年
に
施
設
認
定

を
取
得
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｘ
（
心
肺
運
動
負
荷
試
験
）
の
結
果
に
基
づ
い
た
運

動
処
方
を
行
い
、
ま
た
、
栄
養
指
導
を
含
め
た
包
括
的
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
に
新
た
に
開
設

し
た
90
㎡
の
広
い
専
用
リ
ハ
ビ
リ
室
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
心
臓
病
が
あ
っ
て
も
運
動
を
続
け
た
い
、
健
康

を
維
持
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

 

むらた循環器内科 

 

 １月２２日（水）～２３日（木）にかけて高千帆中学校の２年生の生徒さんが当院で職場体験学習を

行いました。生徒さん達は、希望する医療職種（診療部・薬剤部・リハビリテーション室・放射線室・

看護部）の職場を中心に様々体験をされ、感想を寄せてくれたのでご紹介します。 

臨床工学室で心電図を測っ
たのが印象に残りました。他に
は患者さんの手や足を洗うの
も印象に残りました。すごく念
入りに洗っていていつもこうやっ
て清潔を保っているのだなと思
いました。手術室にも入り手
術のベッドに乗るなど普段でき
ないような貴重な体験ができ
たので良かったです。 
 

 

看護部 

 

薬剤部 

 

リハビリテーション室 



令和６年度 患者満足度調査結果のご報告  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検査・レントゲン 

 
６ 

 

花材名  
撮影日  2月１8日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

未生会 小野田支部 

 

撮影者 山田伸幸 さん 

関門海峡と 

トルコチューリップ園 

春先関門海峡が見えるトルコチューリ

ップ園には花が咲き乱れ、桜と相まって

大変美しい景色を堪能できます。 

 

お風呂に入ったり枕を使って寝たり自

分を人だと思っているうちの猫です。 

（地域連携室 Ｋ．Ｈ） 

 
「外来」満足度調査結果（回答数 462件） 総合満足度 78.9％ 

■満足  

■やや満足  

■どちらともいえない  

■やや不満  

■不満 

【満足度の高い項目】 【満足度の低い項目】 

 
「入院」満足度調査結果（回答数 98件）  総合満足度 87.6％ 

【満足度の高い項目】 【満足度の低い項目】 

■満足  

■やや満足  

■どちらともいえない  

■やや不満  

■不満 

集計結果のグラフは、外来の３カ所にて掲示を行いました。また、皆さまから頂いたご意見（自由記載）につ

いては、現在、各部署にて精査を行いながら改善に向け検討を進めております。ご意見に対する当院からの回答

につきましては、今後、広報誌や外来などで掲載・掲示を行ってまいります。 

ご協力、ありがとうございました。 

 令和６年度も外来・病棟の患者さんよりご協力いただき、患者満足度調査を実施いたしました。 

この調査は、患者さんの意見や評価を調査することで問題点を把握し、医療サービスの改善と質の向上を図る

ことを目的としています。皆さまからのお言葉を貴重なご意見として、今後の病院運営に役立ててまいります。

集計結果の一部ではございますが、抜粋してご紹介致します。（調査期間：令和6年10 月21日～11月1日） 

ソラ 

 

 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液) 

☆有好香子 
(糖尿病・内分泌) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・4 水曜日午後・血液) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌) 

二  診 時山 裕 
(消化器) 

矢賀 健 
(糖尿病・内分泌) 

時山 裕 
(消化器) 

今井智子 
(糖尿病・内分泌) 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来) 

山口大学医師 
(リウマチ・膠原病) 

三  診  畠中 駿 
(消化器) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器) 

時山 裕 
(消化器) 

山内由里佳 
 (消化器) 

四  診 

山口大学医師 
(午前・循環器) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器) 

☆河村 篤 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

山口大学医師 
(午前・循環器) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器) 

☆河村 篤 
(午前・循環器) 

五  診 小林正和 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

小林正和 
(循環器) 

小林正和 
(循環器) 

山本普隆 
(循環器) 

外 科 

一  診 大樂耕司 藤岡顕太郎 大樂耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

工藤淳一 末廣祐樹 工藤淳一 末廣祐樹 大樂耕司 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来)     

整 形 外 科 
一  診 脇阪敦彦 前田 崇 

(新患) 
脇阪敦彦 脇阪敦彦 

(新患) 
前田 崇 

(新患) 

二  診 叶原亜紅 
(新患) 

叶原亜紅 
(新患) 

☆柿並康太郎 
(新患) 

前田 崇 叶原亜紅 

泌 尿 器 科 
一  診 山本義明 

（新患）  

山本義明 
（第 2・4 新患） 

田原正則 
（新患） 

田原正則 
（新患） 

山本義明 
（新患） 

二  診  田原正則 
（第 1・3・5 新患） 

山本義明 山口大学医師 田原正則 

麻 酔 科 

疼痛外来 内田雅人  内田雅人 内田雅人 太田こなつ 

術前診察 太田こなつ 内田雅人 太田こなつ 太田こなつ 内田雅人 

緩和ケア 
10:00 – 12:00 

  内田雅人   

産 婦 人 科 

（午後受付） 
新患･予約外受付  

月･木 13:00–15:30 

 水 13:30–15:30 

婦 人 科 村上明弘 
更年期女性の健康ケア外来  

田中結美子 藤田麻美 村上明弘 中野仁美 

産  科 
田中結美子 藤田麻美 村上明弘 中野仁美 田中結美子 

中野仁美  住浪義則  住浪義則 住浪義則 

午  後 藤田麻美  中野仁美 藤田麻美  

小 児 科 

 
（乳児検診・予防
接種 :予約制）  

午  前 
(受付時間) 9:00–11:00 

☆山浦咲恵 ☆星出まどか ☆藤井夢乃 

☆橘髙節明 
(第 1・3・5 木曜日) 

☆岡田裕介 
(第 2・4 木曜日) 

☆元永貴大 

午  後 
(受付時間)13:30–15:30 

☆長谷川俊史 
(第 1 月曜日) 

☆時髙留依 
(第 2･3･4･5 月曜日) 

 ☆兼安秀信 ☆坂田恭史 ☆木村 献 

眼 科 
午  前 ☆砂田潤希 ☆徳久佳代子 ☆岩本菜奈子 ☆徳久佳代子 ☆徳久佳代子 

午  後 
(受付時間)13:00–15:00 

☆砂田潤希     

耳鼻咽喉科 午  後 
(受付時間)14:00–15:30 

☆橋本 誠 ☆菅原一真 ☆橋本智子 ☆田原哲也 
(第 1・3 木曜日) 

 

皮 膚 科 一  診 ☆杉本紘子  ☆浅野伸幸   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ) 

一  診 
(診療時間)10:00–11:30 

 ☆河野亜希子   ☆岡 史朗 

脳神経内科 
完全予約制(院内) 

午  後    ☆西原秀昭  

精 神 科 
完全紹介予約制  

午  前     ☆土生建介 

歯科口腔外科 
(初診・予約のみ) 
必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代 
椛田晃成 椛田晃成 椛田晃成 

福田てる代 
椛田晃成 椛田晃成 

14:00 – 15:00 
福田てる代 
椛田晃成 

☆梅田浩嗣 
(手術患者のみ) 

椛田晃成 
福田てる代 
椛田晃成 椛田晃成 

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後 
13:30 – 14:30 

篠崎文彦     

☆非常勤医師  

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を 
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。 山
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院 総務課 
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 

(令和７年３月１日現在)   の医師は要予約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

